
Ⅲ  基本計画
Kaizuka City Master Plan

ふれあい喫茶

すくすく子ども館



26 27Kaizuka City Master Plan

序　

章

基
本
構
想

資
料
編

基
本
計
画

１

２

３

４

推
進

方
策

基本計画の見方

将来像を実現するための
施策の名称です。

10 年後の目標を実現する
ために市が取り組むこと、
また市民・団体・事業所等
に取組みを期待すること
について示しています。
「市民・団体・事業所等の
取組み」欄は、それぞれ
が主体的に取り組んでい
ただくことへの期待を込
め、『～します』と表現し
ています。

主な取組みを推進するに
あたり、特に関連する施策
を示しています。

施策の成果を図る指標を示し、現状値
については、本計画の作成時点で把握
できる数値を記載しています。
また、方向性は向上をめざすものは
「 →」、減少・縮小をめざすものは「→ 」、
維持するものは「→」で表しています。

施策に関連する分野別計
画等を示しています。

施策に関する社会
の動向や、貝塚市
の現状、これまで
の取組み、課題に
ついて記載してい
ます。

施策に関する現状
を把握するための
参考データをグラ
フで示しています。

この施策を実施することでめざす
10 年後に「こうありたい」と期待
する貝塚市の姿を示しています。



心豊かな人が育ち
ふるさとに誇りと愛着を感じるまち

将来像

1

Ⅲ  基本計画

天然記念物　和泉葛城山ブナ林

二色の浜海水浴場
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心豊かな人が育ち　ふるさとに誇りと愛着を感じるまち将来像1

　ひとり親家庭の増加や子どもの貧困問題など、社会的・経済的な支援を必要とする子育て家庭が
増加しています。
　子どもの健康管理と健全な育成を図るため、児童手当や児童扶養手当、子ども医療費助成などの
経済的な支援と合わせ、就労支援や資格取得支援、相談体制の確立などの幅広い支援が必要となっ
ています。
　また、児童虐待件数が増加し、その内容も深刻化する中、子どもを虐待から守る市民の意識を高
めるとともに、潜在的な虐待の早期発見や防止のため、教育や医療などの関係機関との密接な連携
が必要です。

○子ども医療費助成を継続して実施するとともに、その対象を拡大するなど、すべての子ども
が必要な医療を受診できる制度をめざします。

○ひとり親家庭に対するきめ細やかな生活支援や、就労に結びつく資格取得のための支援を行
うなど、経済基盤の確立に取り組みます。

○地域ぐるみで子どもを見守る意識が高まるよう環境整備を行います。
○教育、医療などの関係機関との密接な連携による児童虐待の防止、早期発見、早期対応に取
り組みます。

○保健師等により妊産婦の全家庭を訪問するなど相談体制を充実させ、出産・育児に悩みを持
つ家庭への早期対応に取り組みます。

○地域が一体となって子どもに気を配り、安全やしつけ、家庭環境などに配慮することで、地
域全体で子育てを支援します。

○相互に交流する場を活用し、ひとり親家庭の孤立を防ぎます。

　子育てに関する経済的な負担軽減や生活基盤を確立するための制度が市民に認知さ
れ、必要とする人が安心して利用でき、子どもを健全に育成できる環境が保たれてい
ます。
　子育ての悩みを相談できる場が確保され、児童虐待につながる芽を摘み取るネット
ワークを確立し、万が一虐待が発生した場合、地域ぐるみで早期に解決できる体制と
なっています。

現状と課題

10年後の目標に向かっての主な取組み

主な関連施策

成果を測る主な指標

市の取組み

市民・団体・事業所等の取組み

10年後の目標

支援を要する子育て家庭を支える

■家庭児童相談件数の推移

施策   2　希望する子育てができる環境をつくる 〇ニーズに応じた保育・子育て支援サービ
スが受けられる。

施策   9　安心できる地域医療体制を構築する 〇経済的な理由で必要とする医療を受けら
れない子育て家庭がなくなる。

施策14　生活困窮者の自立を支援する 〇ひとり親家庭などが、継続した生活困窮
状態に陥らない。

施策30　人権が尊重されるまちづくりを進める 〇児童虐待を早期に発見し、対応できる地
域となる。

施 策 名 関 連 す る 内 容

指　標 概　要 現　状 方向性

施策1

ひとり親家庭の
就労支援件数 母子父子自立支援プログラム策定件数 46件

（平成27年度）
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平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

（本市資料）虐待 家族関係 しつけ等育成関係 その他

分野別計画等：貝塚市子ども・子育て支援事業計画

すくすく子ども館
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心豊かな人が育ち　ふるさとに誇りと愛着を感じるまち将来像1

　核家族化や共働き家庭の増加などにより、保育所・学童保育の利用が増加傾向にある中、保育の
担い手の確保や幼保一元化に向けた認定こども園の整備、学童保育の定員拡充など、待機児童をつ
くらない体制の整備が求められています。また、小学校との円滑な接続を考慮した学びの連続性の
確保など、これまで幼稚園が担ってきた就学前教育を、認定こども園がどのように継承するか検討
が必要です。
　さらに、特別支援を要する子どもは年々増加しており、また支援のニーズも多様化していること
から、今後もこれらのニーズに対応していく必要があります。

○保育所及び学童保育に係る年度途中も含め
た待機児童の解消と、教育・保育の連携を
確保するため、ニーズに応じた受け入れ体
制の整備を図るとともに、公立保育所の認
定こども園化、地域に根ざした教育・保育
施設づくりを行います。

○働く家庭などの多様なニーズに対応する保
育サービスの充実を図るとともに、市ホー
ムページやリーフレット等により保育サー
ビスについての詳細な情報を提供します。

○各保育所等で園庭開放、保育所体験教室な
どを開催し、地域の子育て世帯への支援と
通所児童との交流を図ります。

○育児に優しい企業の認定や、男性向け育児講
座の開催などを通じ、女性がいきいきと働き

ながら子育てができる環境を整備します。
○親世帯との三世代同居・近居を促進し、子
育て負担の軽減を図ります。

○新たな教育課題に対応できるよう、教育・
保育施設と小学校・中学校との連携を推進
し、課題解決に共同で取り組む機会を設け、
教職員の資質向上を図ります。

○障害児加配講師・保育士を継続して配置す
るとともに、公立幼稚園において3歳児保
育と一時預かり保育を実施します。

○一時預かり事業所利用券の給付や、オムツ
替えや授乳ができるスペース「赤ちゃんの
駅」の設置を進めるなど、子育て中の女性
の外出支援に取り組みます。

○家庭や地域・企業が連携し、子育てについて地域全体で支え合う体制づくりを推進します。
○子育て関連講座の開催やサークル活動を通じて、幼稚園や保育所、学童保育の子どもたちが
地域社会とふれあうことで、感性豊かな人格を形成していきます。

○子育てサークルやNPOの活動によって、子育て支援を推進します。
○事業所は、乳児を子育て中の保護者が気軽に外出できるよう、オムツ替えや授乳ができるス
ペース「赤ちゃんの駅」の設置に努めます。

　家庭の状況に応じ、希望する幼児教育・保育、子育て支援のサービスを選択するこ
とができ、子育てと仕事の両立や、子どもが健やかに成長できる環境、親が子育てを
楽しめる環境が整っています。
　市民の力を活用した地域ぐるみの子育てが進み、さらにきめ細やかな子育て支援が
できる体制となっています。

現状と課題

10年後の目標に向かっての主な取組み

主な関連施策

成果を測る主な指標

市の取組み

市民・団体・事業所等の取組み

10年後の目標

希望する子育てができる環境をつくる

3,500

2,800

2,100

1,400

700

0

0 0 0 0

（人）

平成23年 24年

※留守家庭児童会：平成27年から対象者を小3から小6まで拡大（小3まででは800人）

25年 26年 27年

保育所 認定こども園 留守家庭児童会

（本市資料）

827

2,040 2,070 2,001 2,039 2,000

736 757 797 907

166

■保育所等入所児童数の推移

施策   3　未来を切り拓く力と地域への愛着を持った
 子どもを育む 

〇学校教育との連携を図ることで、学びの
連続性が確保され、切れ目のない育成が
できる。

施策12　市民主体の福祉活動を活性化する 〇子育て支援を通じた地域の支え合いが醸
成される。

施策27　雇用機会の確保と就労支援を行う
〇保育サービスの充実により、子育て中の
人が安心して働くことができ、安定的に
就労できる。

施 策 名 関 連 す る 内 容

指　標 概　要 現　状 方向性

施策2

保育所入所待機児童数 保育所への入所にあたり、待機を余儀なくされてい
る児童の数

0人
（平成28年4月時点）

教育・保育施設入所率
（4歳児・5歳児）

4歳及び5歳の全児童数に占める教育・保育施設入
所児童数の割合

95.7%
（平成28年4月時点）

分野別計画等：貝塚市子ども・子育て支援事業計画、貝塚市幼稚園再編計画
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心豊かな人が育ち　ふるさとに誇りと愛着を感じるまち将来像1

　次世代を担う子どもたちが経済のグローバル化や高度な情報化など、変化の激しい社会を生き抜
くためには、確かな学力と、未来を切り拓いていく力を身に付けることが求められています。
　そのためには、教職員のさらなる指導力向上が必要です。英語教育・情報教育の充実やコミュニ
ケーション能力の向上、道徳の教科化による豊かな心の醸成など、新たな課題に対応できる教育を
行うとともに、本市がこれまで行ってきた、小中連携や小中一貫など、9年間の学びの連続性を重
視した教育が必要です。また、「貝塚学※」による郷土愛の醸成、いじめを発生させない環境づくり、
安心して教育を受けることのできる施設の計画的な維持・改修などについて、継続的に取り組む必
要があります。
※貝塚学:貝塚で学び育ったことを誇らしく語ることができるよう、郷土愛を育む教育。

○教育研究センターを中心に教職員研修を充
実します。

○英語教育、道徳教育の研究及びアクティブ
ラーニング（主体的・協働的な学習）や
ICT（情報通信技術）教育の推進など新し
い教育課題に取り組みます。

○小中連携・小中一貫教育の推進、新たな情
操教育の導入に取り組みます。

○貝塚で学び育ったことを誇らしく語ること
ができるよう郷土愛を育む教育（貝塚学）
を推進します。

○11月の第3日曜日を「貝塚家族の日」と
定め、家庭や地域を対象とした公開講座を
開催するなど、家庭と地域の教育力向上に
取り組みます。

○11月の第2日曜日を「貝塚読書の日」と定め、
家庭、地域、学校が連携・協力して読書環境

の整備に取り組み、子どもの読書活動を推進
します。

○特別支援教育については、専門家チームを
各学校に派遣し、インクルーシブ教育（「と
もに学び、ともに育つ」教育）システムを
構築します。

○不登校や暴力行為、いじめなどの問題行動
の解決に取り組みます。

○外国人児童生徒に対し、日本語指導等を実
施します。

○幼稚園・小学校・中学校の教育環境に対す
るニーズや、園児、児童、生徒数の動向を
的確に把握し、施設・設備の整備を進めます。

○小中学生に対し、安全かつ栄養バランスの
とれた給食を提供するとともに、アレルギー
対応を充実します。

　子どもたちが夢と希望を描き、可能性を広げ、健やかに成長することができる、質
の高い教育環境が確保されています。
　ふるさとへの誇りと愛着を持った子どもたちが育ち、新たな地域の活力の担い手と
なって活躍しています。
　多様性を認め合うことができる豊かな心と、思いやりのある子どもが育つ教育環境
となっています。

現状と課題

10年後の目標に向かっての主な取組み
市の取組み

10年後の目標

未来を切り拓く力と
地域への愛着を持った子どもを育む

100.0

80.0
79.1

82.4 80.5

60.0

（％）

平成25年度 26年度

（全国学力学習状況調査　貝塚市の結果より）

27年度

肯定的回答

■学校に行くのは楽しいと思うか（小・中学校全体）

○家庭や地域は学校と連携し、教育力向上に努めます。
○家庭において読書習慣の形成に取り組みます。
○家庭におけるいじめ防止や人権尊重の教育を進めます。
○地域において児童の通学の安全のために見守り隊活動を充実します。

市民・団体・事業所等の取組み

施策3

主な関連施策

施策   2　希望する子育てができる環境をつくる
〇幼児教育との連携を図ることで、学びの
連続性が確保され、切れ目のない育成が
できる。

施策11　障害者（児）が自分らしく暮らせる地域をつくる 〇インクルーシブ教育により、ともに学び
ともに育つ意識を醸成する。

施策30　人権が尊重されるまちづくりを進める
〇道徳の授業やいじめ防止の取組みによ
り、児童・生徒の人を思いやる心を醸成
する。

施 策 名 関 連 す る 内 容

成果を測る主な指標
指　標 概　要 現　状 方向性

学力調査における平均
正答率の全国との比較

全国学力学習状況調査での全国の平均正答率と本市
の平均正答率との差（一教科あたりの平均）

－0.8ポイント
（平成27年度）

学校が楽しいと回答
した小中学生の割合

全国学力学習状況調査において「学校へ行くのが楽
しい」と回答した本市の小中学生の割合 

80.5%
（平成27年度）

分野別計画等：貝塚市いじめ防止基本方針
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心豊かな人が育ち　ふるさとに誇りと愛着を感じるまち将来像1

　いじめや不登校、インターネット上のトラブル、深夜徘徊、ひきこもり、ニートといった青少年
に関する問題は多様化かつ深刻化しており、背景には、核家族化や情報化社会の急激な進行、地域
社会における大人の指導者不足があると考えられます。
　本市では、青少年健全育成関係団体による、大人と子どもの人間関係の構築をはじめ、規範意識
の醸成、PTAや子ども会活動を通した地域でのつながりづくりなどの取組みが活発に行われてき
ましたが、いずれも担い手や指導者が不足しており、後継者を育成し活動を継続させることが必要
です。
　放課後や休日における子どもの居場所づくりについて、既存の市の事業に加え、市民や地域ボラ
ンティアによる主体的な取組みが求められています。

○青少年健全育成について、家庭・地域・学校・関係機関と連携した啓発活動を推進します。
○青少年健全育成関係団体の活動を支援するとともに、新たな団体・個人が活動に取り組むよ
う啓発を行います。

○地域における青少年育成の指導者やボランティアの人材発掘、育成を行います。
○悩みを抱える青少年の健全育成のため、家庭・地域・学校の連携を深めます。
○子どもの居場所づくりと、協調性やコミュニケーション力を高める体験活動を行います。

　地域の子どもは地域で見守り育てるという意識が高まり、地域団体の多様な連携と
自主的な活動が進んでいます。
　放課後や休日における子どもたちの居場所があり、そこで友人たちと過ごす子ども
たちがコミュニケーション能力を高め、次の世代の指導者として育っています。
　青少年が健全に成長し、地域でいきいきと活躍しています。

現状と課題

10年後の目標に向かっての主な取組み
市の取組み

10年後の目標

青少年が健全に成長し、
活躍できる地域をつくる

平成24年度 25年度 26年度 27年度

（本市資料）青少年センタ－ ハート交流館
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（団体）

25,000

10,780

17,791 17,562

10,033

18,268
21,737

9,57711,008
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（本市資料）青少年センタ－ ハート交流館

○大人としての責任と自覚ある生き方を青少年に示します。
○青少年健全育成関係団体は、地域における人間関係の構築、規範意識の醸成のための事業を
実施します。また、後継者の育成に努め、組織の強化を図ります。

○地域で活動する各種団体は、青少年を有害環境から保護する活動や、子どもの安全を見守る
活動などを通じ、自主的な活動と組織の強化に努めます。

市民・団体・事業所等の取組み

施策4

主な関連施策

施策12　市民主体の福祉活動を活性化する 〇青少年健全育成の取組みを通じたボラン
ティア活動の活性化につなげる。

施策14　生活困窮者の自立を支援する 〇ニート、ひきこもりを解消することで、
生活困窮に陥らないようにする。

施 策 名 関 連 す る 内 容

成果を測る主な指標
指　標 概　要 現　状 方向性

青少年活動実施団体数 青少年センター・青少年人権教育交流館における青
少年活動実施団体の数

59団体
（平成27年度）

講座・イベント
参加者数 青少年対象の講座・イベントの参加者数 31,314人

（平成27年度）

■青少年活動実施団体数

■講座・イベント参加者数

成人のつどい
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成果を測る主な指標
指　標 概　要 現　状 方向性

コスモス市民講座の
利用者数 コスモス市民講座の延べ利用者数 　 11,423人

（平成27年度）

　超高齢社会において、生涯を通じて誰もがいきいきと過ごすために、あらゆる学びの必要性が高
まっています。
　本市では、生涯学習ハンドブックの作成やコスモス市民講座の開催を通じて、市民の市政への参
画と協働、地域課題解決のための学習の推進に努めています。
　生涯学習活動のさらなる充実を図るため、若年層の参加促進や、障害者への配慮などすべての市
民に開かれた学習の場の提供が求められています。
　また、生涯学習における官学協働や、関係機関との多様な連携によって、活動内容の充実や地域
課題解決のための人材づくりが求められています。

○すべての市民に対し、生涯学習に関する情
報を効果的に提供します。

○コスモス市民講座は、市民が市政に参画し、
地域課題の解決に取り組む意欲を持てる内
容となるよう充実を図ります。

○社会教育機関は、互いに連携することで効
果的に事業を実施し、障害者への配慮を含
めた多様な学習ニーズに対応します。また、
地域の老人クラブと連携し、高齢者の生き
がいづくりにつながる学習の機会を提供し
ます。

○公民館等における活動が、地域課題に向き
合った自主的な学習の場となるよう、人材
育成や団体相互の連携を進めます。

○市民の本市への愛着が深まるような学習の
機会を提供します。

○市民図書館においては、デジタル情報の拡
充等、時代に応じた資料提供に努めるとと
もに、市民ニーズや地域課題に応じたコー
ナー設置を図るなど、図書館の利用促進に
取り組みます。

○家庭・地域の教育力向上をめざして、地域
団体と連携し、地域で活動するボランティ
アを育成しながら、活動の奨励・支援に取
り組みます。

○自然遊学館及び善兵衛ランドといった体験
型学習施設では、子どもから大人まで楽し
く学べるプログラムの充実を図ります。

　市民の自主的な学びたい思いをかなえる体制が確保され、学びを通じて、ふるさと
貝塚への愛着を深めるとともに、地域課題を解決するために活躍できる人材育成が図
られています。

現状と課題

10年後の目標に向かっての主な取組み
市の取組み

10年後の目標

誰もが学び、活躍できる
環境を確保する

100,000
（人）

74,520

54,345

39,359

平成22年 23年

中央公民館 浜手地区公民館 山手地区公民館 （本市資料）

24年 25年 26年 27年

73,850 71,829
79,142 81,368 78,655

52,493

43,582

55,498

42,730

64,472

40,461

54,454

35,851

57,573

38,347

80,000

60,000

40,000

20,000

0

■公民館の利用者数の推移

○活字離れにならないよう心がけ、読書を通じ豊かな人生観を身につけます。
○社会教育機関が実施した講座やイベント等をきっかけとして組織された団体やグループが、
独自の活動を展開、発展させて、地域づくりに積極的に取り組みます。

○地域で活動する各種団体は、地域の課題解決に向けて、相互に連携しながら地域社会におけ
る生涯学習の場づくりを行います。

市民・団体・事業所等の取組み

施策5

主な関連施策

施策10　高齢者がいきいき暮らせる地域をつくる
〇高齢者が参加しやすい学習機会を提供す
ることで、生きがいづくりや地域の担い
手づくりにつなげる。

施策12　市民主体の福祉活動を活性化する 〇生涯学習を通じて得た知識や技能を地域
の活動に還元する。

施 策 名 関 連 す る 内 容
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8,000

6,000

4,000

2,000

0

250
（件）

200

150

100

50

0
平成17年 18年

132

（人）

6,258 6,626 6,445 6,276 7,137 8,313 8,407
9,528 9,037

10,878 11,423

140 127

162

123
141 142

165 161

206 215

19年 20年 21年

利用者数 利用件数 （本市資料）

22年 23年 24年 25年 26年 27年

■コスモス市民講座の利用者数及び件数の推移

分野別計画等：貝塚市生涯学習推進計画、貝塚市子ども読書活動推進計画
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　本市では、公民館や地域において行われている、市民グループやクラブなどによる様々な文化活
動に対し、その活動を発表する場を提供するとともに、市民文化会館（コスモスシアター）におい
ては、一流アーティスト等による公演を開催するなど、市民が芸術・文化にふれる機会も提供して
います。
　こうした文化活動は、参加者の固定化や高齢化の傾向がある一方、市民グループによる新しいアー
トの動きも見られます。今後はあらゆる年代の市民が自主的に文化活動を展開することを促進して
いくことが必要です。
　また、市内で創作活動を行う人を顕彰するなど、既存のジャンルにとらわれない文化活動を行う
人材を発掘し、市民が多様な文化にふれる機会を提供することが求められています。

○市民の文化活動の場や文化芸術にふれる機会を増やし、文化活動を支援・促進します。
○市内文化団体の自立と活性化を促し、市民の手による文化イベントの開催や団体相互のネッ
トワーク化を図るなど、市民主体の文化活動を展開します。

○市民自らが文化の大切さについて考えるきっかけとなる講座を開催するなど、情報提供を行
います。

○本市にゆかりのある芸術家を発掘し、その活動を市民に周知することにより、市民に質の高
い芸術を提供し、市への愛着を深めます。

○コスモスシアターをより一層活用し、国内外の文化にふれる機会や、身近に文化を感じる機
会を提供します。

○文化イベントへの積極的な参加により、地域の文化意識を高めます。
○専門家の指導を受けた個人・団体が、より専門性の高い文化活動を展開します。
○地域の人材や資源を生かし、市民自らが文化の創造、発信に取り組みます。
○文化団体は後継者の発掘・育成に努め、異なる分野の団体との交流を図り、活動の活性化を
図ります。

　文化活動に対する多様な活動の場や発表の機会があり、文化に親しむ環境が整って
います。これにより文化・芸術に対し意識の高い市民が増え、自主的な文化活動が活
発に行われています。
　市民が質の高い多様な芸術・文化にふれる機会があり、文化が生活にうるおいと安
らぎを与えています。

現状と課題

10年後の目標に向かっての主な取組み

主な関連施策

成果を測る主な指標

市の取組み

市民・団体・事業所等の取組み

10年後の目標

市民の自主的な文化活動を支援する

2,000
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1,611
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945

1,500

1,000

500

0

（人）

平成21年度 24年度22年度 23年度 25年度 26年度 27年度

（本市資料）

■市民文化祭来場者数の推移

施策   4　青少年が健全に成長し、活躍できる地域をつくる 〇文化活動を通じた青少年の健全育成を　
行う。

施策10　高齢者がいきいき暮らせる地域をつくる 〇高齢者の文化活動を通じて、生きがい　
づくりを行う。

施策33　市民参加による協働のまちづくりを進める 〇市民主体の文化活動を通じ、まちづくり
への市民参加を促進する。

施 策 名 関 連 す る 内 容

指　標 概　要 現　状 方向性

施策6

市民文化祭来場者数 市民文化祭への来場者数 945人
（平成27年度）

文化の日のつどい
来場者数 文化の日のつどい来場者数 406人

（平成27年度）

コスモスシアター
来場者数 コスモスシアター来場者数 123千人

（平成27年度）

貝塚市民文化会館「コスモスシアター」 貝塚市民文化祭
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　健康寿命の延伸やワーク・ライフ・バランスの推進などにより、多くの市民は健康づくりや体力
づくりに関心を持ち、スポーツを通じた仲間づくりや生きがいづくりを望んでいます。こうした中、
多くの市民が一層スポーツに親しみ、健康増進を図るためには、きっかけづくりや指導者の育成、
企業や学校との連携による産学官協働のスポーツ振興など、幅広くスポーツに接する場をつくるこ
とが必要です。一方、市のスポーツ施設は老朽化が進んでおり、施設のあり方を見定め、計画的に
改修を行う必要があります。
　本市は古くから企業スポーツが盛んであり、スポーツに親しむ文化が地域に根付いています。東
京オリンピックの開催に向け、競技スポーツへの関心も高まっており、市内の企業スポーツチーム
や民間スポーツ事業者との連携・協力により、指導者の育成やスポーツ活動の場づくりなど、さら
に機運を高めていくことが望まれます。

○スポーツ施設に対する市民のニーズを捉え、効率的な施設の整備・運営を行います。また、
管理運営手法についても研究を進めます。

○本市の立地や自然環境などを生かしたスポーツの普及に取り組みます。
〇市民ニーズを反映させたスポーツ・レクリエーション大会、スポーツ教室を開催し、スポー
ツを楽しむ機会の充実に取り組みます。

○スポーツを通じて、企業スポーツクラブや民間事業者と地域団体等の交流を促進するととも
に、市民の健康増進・地域活性化、産業振興につながるような取組みを進めます。

○健康増進のため、スポーツに関心を持ち、生涯スポーツに取り組みます。
○スポーツ関係団体は自ら研修に参加し、地域スポーツの振興に向けて意識醸成を図り、指導力、
企画力の向上に取り組みます。

○スポーツ関係団体と地域団体や企業などが連携して、地域社会において、スポーツを通じた
まちづくりに取り組みます。

　誰もが生涯にわたり多様なスポーツを楽しむことができ、地域社会において、スポー
ツを通じた健康づくりや仲間づくりによる交流の輪が広がっています。
　スポーツ団体のみならず、地域の各種団体や企業などが連携しながら、生涯スポー
ツや地域の活性化を進めています。

現状と課題

10年後の目標に向かっての主な取組み
市の取組み

市民・団体・事業所等の取組み

10年後の目標

7,351 7,086

4,629
5,784

4,150 3,587
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4,003

10,000

6,000

7,390 7,992 7,278 7,934 8,208

6,236
4,726

4,000

2,000

0

8,000

（人）

平成23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

（本市資料）市民スポーツの日参加者 市民スポーツ大会参加者 スポーツ教室参加者
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（本市資料）総合体育館利用者数 プール利用者数 屋外施設利用者数（グラウンド、テニスコート）

130,327

■スポーツイベントの参加者数の推移

■市内体育施設の利用者数の推移

施策7

主な関連施策

施策   8　生涯を通じた主体的な健康づくりにつなげる 〇スポーツを通じて、健康づくりの意識を
高める。

施策33　市民参加による協働のまちづくりを進める 〇スポーツ振興を通じた地域活動を協働の
きっかけとする。

施 策 名 関 連 す る 内 容

成果を測る主な指標
指　標 概　要 現　状 方向性

市主催のスポーツ
イベントの参加者数

市が主催する各種スポーツイベントに参加した
延べ人数

19,764人
（平成27年度）

施設の利用者数 市内体育施設を利用した延べ人数 367,076人
（平成27年度）

スポーツを通じた交流・
地域づくりを行う

日本生命野球部練習グラウンド ビーチ&パークラン


